
令和２年度 広島市の学校におけるいじめ防止対策及び働き方改革推進フォーラム

「いじめ防止対策及び働き方改革の推進モデル校」実践発表

広島市立安佐中学校

学級数 ２３学級
生徒数 ７１４名
（令和２年５月１日現在）



いじめ防止対策及び働き方改革の取り組み
(2年次)

広島市立安佐中学校



働き方改革の取り組み

１ 平成３１年度の主な取組と成果・課題

２ 令和２年度の取組

⑴ １年目からの取組の進展

⑵ 勤務時間の分析に基づく教職員の意識改善

⑶ 年次有給休暇取得の推進

⑷ 採点システムの導入

３ 取組のまとめと今後の方向性



１ 平成３１年度の主な取組と成果・課題



・職場環境の整備

・業務の効率化

・日課の見直し

・PTA関連業務の見直し

・外部人材の活用

＜平成31年度の主な取組＞



＜平成31年度の成果＞

・学校全体で勤務時間外在校等時間が減少した。

・年休取得日数が増加した。

・定時退校日の活用が進んだ。

・PTA活動（内容・計画・分担）の整理、改

善ができた。

・部活動時間の枠組みの統一、毎月の部活動

実施計画の配布を徹底できた。



＜平成31年度の課題＞

・４、５月の勤務時間外在校等時間が多く、退校時間

も遅い。

・部活動が盛んな時期に退校時刻が遅く、休日の部活

動日も多くなる。

・年休取得の多くが夏季休業などの時期に集中している。

・定時退校日の確実な実施の必要がある。

・ＰＴＡ役員がより主体的に活動できるようにする必要

がある。



２ 令和２年度の取組



⑴ １年目からの取組の進展



職場環境の整備

職員の動線や作業効率を意識した

機器や物品の配置

校務運営マニュアルでルールを明確
化するとともに、ラベリングするこ
とで整った環境を維持できている。

今年度



業務の効率化

会議資料のペーパーレス化

・机上整理が進む

・紙の使用量を抑制

・資料の印刷配布の時間削減

・資料の紛失を防止

＋

時間割のPDFによる配布

今年度

確認・修正・完成の流れがスムーズになり、
急な変更にも迅速な対応が可能になった。



日課の見直し

部活動優先日の実施
（月２回）

毎週木曜日を
放課後活動優先日

として設定

今年度＜Ｈ３１＞

朝会を短縮
掃除をカット
部活動時間を確保

生徒
部活動や委員会活動の
時間を確保

教職員
部活指導や会議・採点
等の時間を確保



ＰＴＡ関連業務の見直し
平成３１年度

今年度

★単位ＰＴＡの運営も、同様の手法により会議削減
と複数での業務分担を実現できた。

★教頭や教職員中心の運営から、本来のＰＴＡ執行
部中心の運営に移行することができた。

・専用ＰＣの設置
・クラウドによりデータ共有化
・SNSやLINEを利用した連絡

安佐南区ＰＴＡ連合会事務局の担当校として
教頭などに大きな負担であった。

会議を減らし、
複数での分担を
可能にした

PTA事務局と
連携して実施



⑵ 勤務時間の分析に基づく教職員の意識改善



勤務時間外在校等時間の週単位で管理し、

こまめに声かけを行った。

週単位の管理と声かけ

月初めの１週間の時間が、月終わりの合計時間に

大きく影響する。

超過時間が７０時間こえた時期や月の後半に声
かけするより、第１週の声かけの方が改善しやく
すく、超過を防ぐ意識は高まった。

第１週２０時間、第２週４０時間、第３週６０時間



勤務時間外在校等時間 週単位基準を超えた人数（R2：月別）
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勤務時間外在校等時間別人数の推移（H31.4月～R2.12月）

45h未満

45～80h未満

80h以上

・H31からR2にかけて、80h以上の人数は減少傾向にあ
る。（１０月に、行事や部活動大会が重なり、時間外
が多くなる特徴はH31とR2で共通している。）

・その分、45～80ｈ未満の人数が増加傾向である。
・45h未満の人数も増加傾向にある。
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⑶ 年次有給休暇取得の推進



年休を取得する回数を増やすことが、年休取得日数（時数）

の増加につながる。

①計画年休の推進と実施
１日単位や半日単位での年休取得の計画を立て、時間割を

可能な範囲で変更することにより、毎週各学年で１名は年休
を取得することを目標に実施した。

②細かい時間での年休の取得
長期休業を中心に、１ｈ、２ｈなど細かく区切った取得を

勧めた。

③年休取得奨励日の設定
警報の発令による臨時休業等で授業が実施されなくなった

日の午後には会議等を設けず、年休の取得を勧めた。



年休１０日以上取得した教職員
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⑷ 採点システムの導入



採点システムの使用による採点時間の短縮

青：利用前 赤：利用後

採点業務時間が半分に減少



教員アンケートより

・ 採点時間が短縮できた。

・ 問題によっては、採点しやすい。

・ 丸つけ後の成績処理（データ管理）が円滑に進んだ。

・ 答案が電子データとして保存されるので、テスト返却時のトラブル

（間違いを直す、追加記入など）を防ぐことができた。



３ 取組のまとめと今後の方向性



 56.3時間 47.5時間

 7.4日 6.4日


 34.7％ 41.3％

 8.0％ 6.8％

月平均
時間外在校等時間

平均年休取得日数

平成３１年度 令和２年度

時間外在校等時間
４５ｈ未満と
８０ｈ超の割合

45ｈ未満

80ｈ超

働き方改革の取組

（11月まで）（11月まで）
（４～11月）



職員アンケートより

① あなたは以前と比べて

働き方改革に取り組もうとする意識が
高まりましたか。

② あなたは、現在、子どもと向き合う時間
を十分確保できていると感じていますか。

③ あなた自身が感じる負担感・多忙感は

以前と比べて小さくなりましたか。

68.6% →84.6%
+16.0%

肯定的回答の割合の変化質問項目

（H31） （R2）

33.3% →51.2%
+17.9%

43.3% →53.8%
+10.5%



今後の方向性
 4月、10月の学期始めや大きな行事のある月には、退校時刻
が遅くなるので、早めの準備や行事内容の簡素化などを更に進
めていく。場合によっては行事の実施内容など発想の転換が必
要である。

 部活動が盛んな時期は、平日練習や休日の部活動が活発とな
るため勤務時間外在校等時間は減少しないので、部活動のあり
方を見直していきたい。

 採点システムを活用し、これまで『時間のかかった業務』か
ら『時間をかけない業務』に転換していく。（単元テストや各
種アンケート等への活用も進める。）

 計画年休やこまめに年休をとる方法は、教職員のWLBの促進
にもつながっているので、年休取得を推進する取組を進めてい
く。



いじめ防止対策について



働き方改革によって生まれた
時間的・精神的ゆとり

いじめ・虐待・不登校・心の悩みへの取組強化

１ 早期発見

２ 迅速かつ組織的な対応

３ 未然防止



① 定期的なアンケート調査の実施

（生活アンケート・教育相談アンケート）

② ハイパーQUの実施 年2回

③ 教育相談の実施 年3回

（担任または相談したい先生に）

④ デイリーノートの日記等で

個々の生徒の内面を把握

⑤ 相談機関の紹介

1 早期発見



教育相談アンケート
（4・6・10・2月）

生活アンケート
（7・10・2月）

①定期的なアンケート



※臨時休校明けの生活アンケート（６月）では

長期の休校・自宅待機の影響も把握
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心の不安定さが見られる



※臨時休校明けの生活アンケート（６月）のうち

「SNSで嫌な思いをすることがある」

「身近な大人から暴力を受けることがある」

「心配に思うことを具体的に書いてください」

「ある」と回答または具体的な内容を書いた

生徒にすぐに個別面談＆対応。



結果の分析

学年教員での共有

意識的な見取り

教育相談の深まり

適切な支援

ハイパーQU

孤立感・疎外感
不登校・いじめ
の可能性大

②ハイパーQUの実施（7・11月の年2回）

例

侵害行為
認知群

学校生活
満足群

非承認群要支援群

学校生活
不満足群



●全校一斉の教育相談（7・10・2月の年3回）

学級担任による相談

●随時、教育相談の受付

（教育相談担当による）

③教育相談の実施

希望の学年副担任による相談を可に（R2～）

・・・担任に相談しにくい生徒への対応も必要



④デイリーノートの活用

毎日の日記を通した
担任との対話

いじめ、SNSトラブル、
自傷行為、虐待など様々
な問題に迅速に対応



⑤相談機関の紹介

教員や保護者に相談しに
くい
夜間や長期休業中でも緊
急に相談したい

夜間・休日などにも生徒
のSOSに迅速に対応でき
る相談機関を紹介



2 迅速かつ組織的な対応

①いじめ防止委員会を中心とした事実把握と

対応方針の明確化

②教職員の共通認識のもとで迅速な対応

（職員朝会、臨時学年会その他）

③教育委員会やスクールカウンセラーや

警察・医療機関等の専門機関と連携



3 未然防止

いじめの要因になり得るもの
一体感の欠如一面のみでの他者評価

他者の否定により自らの価値を
高めようとする行為

いじめ防止のために必要なのは
良質のコミュニケーション・他者理解・自己肯定感



3 未然防止

①人間関係プログラム

共感的な体験活動＋アンガーマネジメント

②無言清掃・気付き清掃の取組

③生徒会による「いじめ標語」の取組

④道徳教育の推進

⑤特別支援教育の視点による取組の推進

⑥スクールカウンセラーの活用



①人間関係プログラム

周囲との協力、
楽しさ、達成感
を含んだ内容

良質のコミュニケーション
他者理解 共同の意識
一体感 支え合い

「協力して達成できたときの
方が何倍もうれしい」

「前より話しやすくなった」

「〇〇くんがこんなに頑張る
のをはじめて見た」

生徒による運営 活動１ 活動２ 活動３

共有振り返り



①人間関係プログラム

アンガーマネジメント

些細な
トラブル

暴力
傷つける言葉

不登校
いじめ

怒りをコントロール
する力の育成が必要



②無言清掃 気づき清掃

無言で役割や責任を考えた清掃
他者や周囲に気を配り気づき清掃

集団への所属感・協力
他者への気配り
自己有用感・自己肯定感
落ち着いた環境



③生徒会による「いじめ標語」の取組

生徒会が企画・実施
各学級で募集・選考

全校スローガンを作成
横断幕を作成し、掲示



④道徳教育の推進

ICTを活用した教材の作成
授業方法の工夫
ていねいな見取り

ティームティーチングによる道徳授業
(担任＋教育相談担当 or 生徒指導主事）



⑤特別支援教育の視点による取組の推進

発達課題を抱えて
いる生徒

コミュニケーション
や学習での困り感

孤立・不登校
いじめの可能性

教職員の正しい見取りと適切な支援の力を高める必要

特別支援教育の専門家による授業観察・助言
（福島学院大学・杉山教授や特別支援教育士の竹内氏）

該当学年を中心にした研修
助言をもとにした適切な支援



⑥スクールカウンセラーの活用

専門家の立場からの助言

小学校で関わった生徒に関する助言

生徒・保護者のカウンセリング

＋
生徒指導委員会・いじめ防止委員会での助言

カウンセリング 生徒指導・いじめ防止委員会

スクールカ
ウンセラー

（毎木曜日）

いじめ対策推進
担当教諭も参加



★取組の成果（学校評価・生徒アンケートより）

〔授業におけるコミュニケーション〕

問「ペア・グループ学習で自分の考えを伝え、仲間の考えを聴き合っている」
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★取組の成果（学校評価・生徒アンケートより）

〔自己肯定感〕

問「自分には良いところがあると思う」
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★取組の成果（ハイパーQUの結果より）

学級生活満足群の割合



〔いじめ認知件数〕４～11月の比較

★取組の成果
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働き方改革の取組

いじめ・虐待・不登校・心の
悩みへの未然防止、早期発見、
組織的な対応

教職員の
時間的・精神的ゆとり

いじめ防止対策の取組

まとめとして

元気な教師 元気な生徒

元気な学校

学校経営重点計画における
目指す姿


